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Date on life changes and life events of tuberculous patients during the 6 months prior 

to the onset of the disease were gathered.

The average life changes (life events) were 4.6•}0.4 S. D..

There were strong relationship between life changes and social lives in males. In fema

les, life chahges were related to life events at home.
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は じ め に

食生活や睡眠な どの生活 リズムの変化(life changes)

や,転 職あ るい は家族の病気な どの人生上の出来事(L

ife events)は,虚 血性心疾患1)2)や 高 血 圧症3)を は じ

め,各 種の疾患の発症に関与す るもの と考え られている。

結 核患者 の診察の際に も初発,再 発 にかかわ らず,結 核

発症前 に睡眠や食事 などの生 活 リズムに乱れがあ った患

者が 多いこ とに 気づかれ る。

弘前大学第一 内科 の石 岡 らは胃潰瘍 患者に対 してlife

 changes,life eventsの 調査表 を用 いて,胃 潰 瘍 の発

症 ない し再発前6カ 月間 の食事 や睡眠習慣 の変 化や身の

まわ りの出来事 について調査 し,胃 潰瘍 の発症,再 発 と

の関係 を検討 した4)。

著者 らは結核患者 を対象 に石 岡 らの調査表 を用 いて生

活習慣 の変化 あるいは仕事上や家庭内の 出来事が結核 の

発症 や再発 に及 ぼす影響 を検討 した。

対象および方法

対象は,調 査期間中(昭 和59年1月 か ら12月 の1年 間)

に入院 した肺結核患者33名 であ り,男21名,女12名 で あ

り,年 齢は21歳 か ら83歳 にわ たり平均年齢は59歳 であ っ

た。女 性の うち7名 が専業 主婦,5名 は職業を持 ってい

る。

質問表は石岡 らが胃潰瘍 患者 に対 して用いたの と同 じ

ものを利用 した。 この質問表は健 康状態,仕 事 や家庭,

交遊関 係,経 済などに関 する47の 質問事項 か らな ってい

る。調査 は著者 と患者 との面接 により,各質問事項に答え

て もらう方法 をとった。(表1)。

結核 の発症,再 発前 の約6カ 月間に,調 査紙 の質問事

項 に対 して 『はい』 と答 た数 を合 計 して,そ の患 者 の

life events(1ife changes)数 と した。

結 果

結 核 患 者 に お け るlife events数 は1か ら10で あ った

(図1)。life events数 の 平 均 値 は 男 性 で4.8±0-6

*From the Department of Medicine , Kanazawa Wakamatsu Hospital, Kanazawa 920-11

, Japan.
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表1　 石 岡 らに よ るlife events,life changes調 査 表
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(表1続 き)

国立療養所金沢若松病院

S.D.で 女性で4.4±0.6S.D.で あった(図2)。

各質問項 目別 に検討す ると男女 と も,結 核の発症,再

発前 に睡眠時間 の短縮や不規則性 など,睡 眠習慣の変化

が あったと答 た例が最 も多か った。 また食事の回数が減

った り,不 規則であ ったとい った食生活の変化が男性で

は2位,女 性で は3位 であ った。 これ ら生活習慣の変化

の他 に男性で は仕事上の多忙,ト ラブル など,職 場での

出来事 をあげ る場合が多 く,女 性 では家事で 多忙 であっ

た,家 族 の病気 や死 亡,ト ラブルなど,家 庭 内の出来事

をあげることが多 かった(図3)。

食事 や睡眠 といった生活習慣 の変化 と,仕 事上の 出来

事 ない し家庭 内の出来事 との関係 をみると男性では睡眠,

食事 などの生活習慣 の変化 と仕事上の変化とを同時に『は

い』 と答え る人が多 くみ られ た(図4)。

考 察

個人の生活上の出来事や変化と疾患の発生を関連づけ

た研究 は,HolmsとRaheが5)1967年 に,Social

 Readjustment Rating Scale (＄RRS)を 発表 して以

来,外 国で は数多 くの疾患 に対 して行 なわれてい る。S

RRSは43項 目か らなるlife eventsやlife changes

の各項 目に対 して再適応の難易度の観点か ら点数化 した

もので あ り,こ れ による得点度の高 いほど,心 身の問題

を生 じやす いことが示 されてい る。

日本で は石 岡 らが4)SRRSを 日本の実情 に合せてつ く

った47項 目か らなる質 問表 を作成 し,胃 潰瘍患者を対象 に

発症 ない し再発前6カ 月間の各項 目の有無に対 して調べ

その合計をlife events数 として検討 してい る。それに

よるとオ ープン潰瘍群のlife events数 が4.5で あった

のに対 し,瘢 痕期潰瘍群では1.9で あり,両 者 間に有意 差

がみ られた と報告 している(図2)。

著者 らが今回 この調査表を利用 して検討 した結 核患者

のlife events数 は男女 あわせて4.6±0.4S.D.で

あり,石岡らによるオープ ン潰瘍群 のそれとの類似が み ら

図1　 結 核 患 者 にお け るIife events(Iife changes)数
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れた。

調査の対象 とした期 間は結核 の発症 ない し再発前6カ

月間であ った。 これは石 岡 らの胃潰瘍患者 を対象 と した

調査期 間にな らった ものである。Raheら6)肺 結 核患者

の過去10年 間のlife events数 を調査 し,患 者群 は対 象

群 に比較 して発症前2年 間のlife events数 が有意 に多

い ことを報告 してい る。一 方,虚 血性心 疾患患者 を対象

に した調査で は1)2)心 筋梗塞患者のlife events数 が発

症前の6カ 月間 に有意に増加 してい る。今後は調査対象

期間 に対す る検討 も必要か と考えている。

個々のlife changesやlife eventsの 項 目別に検討

す ると,結 核患者では男女 とも,睡 眠習慣や食事習慣な

ど,生 活 リズムの乱れがみ られた ものが多 く,同 時に男

性で は,仕 事上の出来事が あったものが多 く,女 性で は

家庭内の出来事 があった ものが多か った。男性では,仕

事での多忙や心配事 など,仕 事上での出来事が生 活 リズ

ムの変化を惹起 してい ると考え られ,女 性では家事 の多

忙,家 族の病気,も め ごとなど,家 庭内での出来事 が生

活 リズムの変化 と関連 してい ると考え られた。 これは男

性で は仕事の場が,女 性で は家庭が,主 な生 活の場であ

ることよ りきてい るので あろう。

今回は年齢別や職業別 の検討は行なわなかったが,life

 eventsの 内容が年齢や職業 により変化 しないような印象

を もった。

このようなlife changes,life eventsは 個体の適応

機能 とも関わ りあ って,結 核の発症や再発に関連 してい

ることが示 され た。結核の化学療法が進歩 している現在,

結核患者 の生活指導 や栄養 も配慮 した治療 によ り,再 発

を更に少な くす ることが可能 と考え る。

今回の調査では最 初ア ンケ ー ト形式によ り,質 問紙 へ

の患者の 自己記入方 式 をとっていたが,一 部 の患者 には質

問内容への理解困難な場合があ ったため,全 ての調査 は

患者 と著者 との面接に より質問紙の各項 目に対 して質問

す る方法を とった。Paykelら7)life events調 査 の方

法論 に対 しての論文中で,自 己記入法よ りも面 接法の方

が信頼性が高 く確実なデ ータを収集で きると述べている。

著者 らの経験か らはそれ以上の利点 として患者 とのよ り

よ いコ ンタク トの成立が可能であ る点をあ げたい。患者

のプ ライバ シーに立入るよ うな質問を して い くうちに,

日常 の生活習慣 や精神的苦悩 など,患 者の プロフィール

をよ く把 握す ることがで き,患 者 との意志 の疎通性が高

まった。結核 のよ うに療養期間が長期化す る場合,患 者

との間に充分 な疎通性 を保 ってお くことは重要で あ り,

面接法 によるlife eventsの 調査 はそのよ うな状態 の成

立 の一 助になる ことがわかった。

結 論

国立 療養所 金沢若松 病院内科に入院 した結核患者33名

に面接 し,石 岡 らによるlife evemt,life changeに 関

す る質問表を用いて結 核の発症や再発前6カ 月間の出来

事,変 化に対 して調査 した。

結核患者のlife events数 は,男 性で4.8,女 性で4.4

であ った。

発症,再 発の前 に睡眠や食生活の変化が認め られ る患

結 核患 者 のlife events数(M±SD)

例 数

胃潰 瘍 患者 のlife events数(石 岡 らに よ る)(M±SD)

図2　 結 核 患 者 と胃 潰 瘍 患 者 のlife events(life changes)数(M±SD)
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男性(21例)

睡眠習慣 の変化や不 規則性 があった。

食事 習慣 の変 化や不規 則性が あった。

仕事が忙 しか った。

会社 や仕事 の事で もめ事 や心配事が あった。

アル コール類や タバ コの好みや量が変 った。

現在の病気以外に病気やケ ガを した。

家族や肉親の誰かが病気やケ ガを した。

妻 と離れて生 活 しなければな らな くなった。

女性(12例)

睡眠習慣の変化や不規則性 があ った。

家の用事で忙 しかった。

食事 習慣の変化や不規則性 があった。

家族 や肉親,親 戚 の間で もめ事が あった。

現在 の病気以外 に病気 やケガを した。

会社 や仕事の事で もめ事や心配事が あった。

仕事が忙 しか った。

家族や肉親の誰かが病気や ケガを した。

家族や肉親の誰かが亡 くな った。

家族が増えた(子 供,養 子,同 居人等)。

外 出の回数 が変った。

図3　 結 核 患者 に お け るlife events,life changesの 項 目別 発 生 頻 度

図4　 生 活 習 慣 の 変 化(life change)と 仕 事 上 お よ び家 庭 内 の 出来 事(life events)の 関係
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者 が多 く,男 性では仕事上 の出来事が女性 では家庭内で

の出来 事が生 活 リズ ムの変化に関与 している と考え られ

た。

life changes, life eventsは 個 体 の 適 応機 能 と も関

わ りあ って,結 核 の 発 症 や 再 発 に 関 与 して い る こ とが 示

唆 され た。

ま た面 接 法 に よ るlife event調 査 が,患 者 との よ り よ

い コ ン タ ク トの 成 立 に 有 用 で あ る こ とを 述 べ た。
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